



































変わった」 『季刊 明治 第 37 号』2008.1 に掲載したものである。 
 
 Ⅰ 「総合的な学習の時間」の前倒し実施 （１単位） 
学習活動のテーマ ： サーチ（ｓｅａｒｃｈ） 
学習分野  （次から２分野を選んで学習する） 
①情報と生活を探る  ②神奈川を知る  ③映像から時代を考える  ④環境と健康を読む 
Ⅱ ６つの学校設定科目 （各２単位）             ※注の（３）に内容 
①鉄道と交通    ②時事問題と各国事情   ③金融から見た経済 
④人間を考える   ⑤昭和史            ⑥自然の理解 
Ⅲ 技能審査・大学検定試験（学校外の学修）による単位認定 
①技能審査の資格取得による単位認定 
日本漢字能力検定 ２級     ⇒国語Ⅰ  ２単位 
実用英語技能検定 １級・準１級⇒英語Ⅰ  ４単位    ２級     ⇒ 同    ３単位 
                  準２級    ⇒ 同    ２単位    ３級     ⇒ 同    １単位 
硬筆書写技能検定 ２級     ⇒書道Ⅰ  １単位 
毛筆書写技能検定 ２級     ⇒ 同    １単位 
②大学検定試験（現 高校卒業程度認定試験）の認定単位による単位認定 
最大         １８単位  （採用科目・認定単位数 省略） 
Ⅳ ３年修業制 （次の①～⑤の組合せで卒業に必要な７４単位を修得することが可能） 
①１～３学年に履修した教科科目による単位修得    ５６単位 
②３学年の選択科目２つ以上の履修            ３単位 
③学校設定科目３科目の履修          最大   ６単位 
④技能審査の成果による単位修得        最大   ８単位 
⑤大学検定意見による単位修得         最大  １８単位 
Ⅴ ０時限の実施 
上記Ⅰ・Ⅱ・Ⅳを実施するため，１時限の前にもう１時間の授業を設定して５時間授業とする         
（定時制は従来４時間授業⇒４年かかる） 
 



































から始めても 0 時限１時間分の授業として扱う。 














































は 2006（平成 18）年度末に，学区内中学校長・高等学校長会議で配布したものである。 
 平成19年度に向けて 
１ 学校の特徴 
 （１）～（４）             省 略 
２ 方   針 
 （１）確かな学力保証を通じた確かな進学保証 
 （２）高等教育に耐え得る素養・資質の形成 ＝大学進学後の研究力の基礎形成 
 （３）予備校や学習塾に頼らなくてもよい指導の充実 
 （４）専門コース教育の再興 
３ 具 体 化 
 （１）カリキュラムの再編成 




 （３）２学期制の不採用 ＝ ３学期制の維持による夏季休暇の日数削減等による年間 14 日の不足授業日確保 
 （４）専門コースへの少人数指導の導入（20人編成２クラス） 
  ①数学５科目19単位（含，「理数数学」）      ②英語４科目16単位 
  ③理科２科目（物理・化学）６単位 
 （５）全教科にわたる授業改善研究の推進：本校生に必要な学力とその育成の再確認 
  ①生徒による授業評価の実施と活用 
  ②予習を前提とする授業方法の工夫とそのための教材開発 
  ③全教科で研究授業と研修会を実施（「授業改善週間」として） 
  ④外部者の参加 －学校評議員，連携大学（明治大学）の教授・学生 
 （６）土曜日，長期休業中における補習講習体制の充実 
①目 的：到達度に基づく評価導入の本旨の実現＝学力底上げによる成績の正規分布解消 
  ②具体化：夏季休業全期間にわたって各日50分６時間の計画実施 
       課業中土・日曜日の補習をサークル活動として開講 
 （７）近隣大学との連携 （本校の選択科目としてカリキュラムに位置づけ，単位を認定） 
  ①内 容：明治大学理工学部・農学部教授による高校生向け講座15回の受講 
  ②実 績：受講者数…平16度 約35名  平17度 約65名  平18度 約60名 
       単位取得数…平17度 14名  平18度 11名 
 （８）大学の教員養成・授業研究への協力 ⇆ 高校の授業改善への協力 





















































回 ２０１２年度 ２０１３年度 
１ 光が拓く生命科学 意識あるロボットについて 
２ 混成文化都市としてのパリ これからの医療に貢献する化学 
  －ものづくりによるアプローチ－ 
３ 波と通信 地震の揺れから身を守る 
４ 純粋数学の素敵な世界・整数を素材として 学校数学と現代数学との刺激的な関係 




７ 機械や構造物の健康診断 バイオインフォマティクス入門 
８ 動きをデザインする技術：制御工学の基礎 第二外国語学習の醍醐味 
：ドイツ語を例に 
９ 東日本大震災が投げかける問い 土壌の科学と人類への貢献 
10 次世代のエネルギー，光触媒！ メディアとしての建築 
ー建設の読み方・楽しみ方－ 
11 植物と動物の寄生線虫 結晶表面の原子の並びを調べる 
12 食品の性質を化学的に考える 植物と微生物：敵それとも味方？ 
13 ＰＣＲ法の発見と展開 日本のＴＰＰ参加交渉を巡る政治と経済 
14 食品自給率で読み解く日本の食と農 くらしの中のディジタル信号通信 









 研究発表大会で配布した冊子には，これまで紹介した事例以外に Ko 高校における全期間
同一場所に連泊する修学旅行，M 高校における教育相談の導入とガイダンスルーム設置提































































（３）「６つの学校設定科目」は次のとおり         ※中学校向け配布資料より 













種別判別法の実習  幼虫・成虫の飼育と観察記録  バタフライガーデン（生息地）づくり   
蝶の吸蜜植物調査  幼虫の植樹・食草調査     越冬方法と適応戦略 
個体変異（地理的変異，季節型）と遺伝   保護色と擬態    蝶の分布拡大戦略 
自然保護の実態と成功例    開発と自然破壊の現状 






































って頂くために－』（2013 年 11 月 16 日 明治大学教育会第６回研究大会 第３分科会 配布資料） 
吉澤隆夫 63 頁。 
 
